
記

1.実践哲学を再び哲学の主要テーマとして取 り上げようという動向が近年顕著に

なりつつある｡かかる思潮を鑑み,本会はここに 『実践哲学研究』を発行する｡

1.実践哲学研究といってもその対象とする領域は広大多岐ではあるが,われわれ

(京都大学倫理学科大学院生 )は自らの研究を公けにすることによってそれぞれ

の領域から公正なる批判 と判断をあおぎ,各自の問題意識を深めると同時に相互

の交流を計ることを目的とする｡

1.′本研究の発刊は必ずしも順調になされたのではない｡森口･西谷両先生及び先

輩諸氏に多大なるご迷惑をおかけしたのではないかと恐れる｡ここに両先生なら
＼

びに先輩諸氏に深き感謝の意を衰するものである｡

1.本会は機関誌 『実践哲学研究』の発行の他に各種研究会を開催している｡

(現在は週 1回の輪読会を行なっている,テキスト;S.Kierkegaard,Phnoso-

phischeBrocken;P.Ricceur,Leconflilctdesinterpretations,essaisd'her-

meneutique)
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